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北西部九州有明海南部地域の更新一最新続

の層序学的,堆積学的研究*

大　　塚　　裕　　之**

は　じ　め　に

北西部九州の有明海南部周辺地域,すなわち島原半島南部のロノ津町を中心とする地域,天草

上島北東部の佐伊津一徹領地域および天草上島北東部の大矢野島には,古第三系を不整合におお

って,早期更新世のものと推定される堆積物と火山岩類が分布している｡とりわけ島原半島南部

に広く分布し,古第三系を不整合におおい,雲仙火山の基盤を覆す早期更新世のロノ津層群は砂

磯層,シルト層,火山砕層岩類を主とした厚層であり, Ruvio-deltaic　を環境下での堆積を示唆

する多くの堆積構造が発達している｡本層群については井上正昭(1952),高橋　清1954)によ

る層序学的,古生物学的研究があり,その概要は明らかと覆った｡本層群は植物化石とともに,

従来多くの晒乳動物化石を産し,日本の第四紀の考察上,無視出来覆い重要を地層である｡筆者

は1963年以来本地域の層序学的,古生物学的な再検討を行覆い,その成果を発表した(大塚,

1966a, 1966b, 1966c, 1967, 1969). 1964年に発見した本層群に包含される津波見脊椎動物化石群

には豊富をヴィラフイランキアン型鹿科化石と共に多くの脊椎動物化石を含むことがわかり,そ

の動物群は日本の第四紀脊椎動物群の中で早期更新世(Il)における1つのタイプを覆すことが明

らかと覆った(大塚, K69)｡

天草炭田を含む天草上島,下島の地質学的,古生物学的研究は長尾　巧1926)の層序学的研究

以来,従来多くの研究者によって行なわれ,その成果が発表されている｡しかしこれらの地域で

は古第三系の研究に主眼点がおかれ,鮮新(?)　更新続の研究は全んど行覆われておらず,わ

ずかに林　行敏(1960)による化石珪藻群集の研究があるのみである｡筆者の予察的を調査による

と,これら天草島に分布する鮮新(?) -更新続は岩相層序的にも,化石群からも対岸の島原半

島におけるロノ津層群に属することがわかった(大塚, 1968)ォ　さらに最近,松石･松本(1969)

によって有明海南部一帯にロノ津層群相当層の存在が確認された｡筆者はこれらの資料に基づき,

前述の陸域に分布するロノ津層群は当時有明海南部海域に中心をもった堆積盆地における周辺部~

相を代表していると考え,その後の研究を進めた｡

本稿では天草島に分布するロノ津層群相当層およびそれより若い地層群の岩相層序の記載とロ

ノ津堆積盆地の堆積学的を考察を行覆った｡本稿を発表するにあたり終始激励をいただいた九州

大学の松本達郎教授に感謝します｡九州大学の首藤次男助教授,鹿児島大学の早坂祥三教授,岡

田博有助教授には野外および室内においていろいろとご指導をうけた｡鹿児島大学の大庭　昇教

*　Stratigraphical and sedimentological study of the Pleistocene formations in the environs of south

Ariake Sea. Kyushu.

**　鹿児島大学理学部地学教室　Hiroyuki Otsuka: Institute of Earth Sciences, Faculty of Science,

Kagoshima University, Kagoshima, Japan.
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撹,山本温彦氏,九州大学の中村真人氏には火成岩についていろいろご教示をうけた｡東海農政

局の古川博恭氏,久恒鉱業株式会社志岐鉱業所には貴重を資料を提供していただき,さらに長崎

県加津佐町およびロノ津町役場,熊本県苓北町役場および本渡市役所には地形図の提供をしてい

ただいた｡これらの方々および関係各庁に感謝します｡夜お本研究の費用の一部は文部省科学研

究費によったことを明記します｡

目　　　　次

Ⅰ.岩相層序

1.佐伊津･御領地域

(1)ロノ津層群佐伊津層(2)阿蘇溶結凝灰岩

2.富岡･志岐地域

(1)ロノ津層群佐伊津層(2)釜層(3)中位段丘磯層(自木尾層)

3.宮津･通詞地域

(1)ロノ津層群佐伊津層(2)釜層(3)低位段丘裸層

4.湯島･大矢野島地域

(1)ロノ津層群(1A)諏訪原層, (IB)大矢野層(2)岩屋磯層, (3)低位段丘磯

層　(4)地質構造(5)火山岩類

ⅠⅠ.散訪原層,佐伊津層,釜層の花粉群集

III.ロノ津層群の堆積学的特色

1.堆積の輪廻性　2.チャンネル　3.ロノ津堆積盆地の堆積相と堆積盆地の地史学的変

遷

ⅠⅤ.結語

Ⅰ.岩　相･層　序

1.佐伊津･御領地域

本地域の更新続は古第三紀層を傾斜不整合におおう砂磯層･シルト層および凝灰岩を主とした

地層群によって構成されており,一部ではこれらの上位を不整合に阿蘇溶結凝灰岩がおおってい

る｡かつて大塚弥之助(1931)は本渡市佐伊津町付近に分布する鮮新～更新続を佐伊津泥層とよ

び,対岸の島原半島南部における"ロノ津貝層"*に対比し,また"佐伊津泥層を不整合におおう

累層"に対して"佐伊津磯層"とよんだ｡しかし同氏のこの2っの地層についてはくわしい定義,

記載が覆されていないばかりか,地質図が示されていをい｡納富(1930)の7万5千分の1の地

質図巾｢天草｣にはその分布が図示されてはいるが,一　同図巾では両層の区別が覆されておらず,

"鮮新統(砂磯および粘土互層)"とされている｡林　行敏(1960)は天草下島北西部,湯島,大矢

野島に分布する鮮新一更新続に対して本渡層(HondoFormation)とよんだ｡さらに湯島に分布

するものに対して湯島部層,天草下島に分布するものに対して下位から茂木根部層,佐伊津部層

とし,佐伊津部層は茂木根部層を不整合におおうものとしている｡しかし詳細を記載が覆されて

おらず,しかも地質図が示されてい覆い｡松石(1969)は林に従がい,本地域の更新続を本渡層

*　筆者のロノ津層群北有馬層の貝層のことと思われる｡



北西部九州有明海南部地域の更新一最新続の層序学的,堆積学的研究

.
横
川
輪
中
'
O
S
　
鮮
瑚
串
･
6
t
感
粥
n
l
榊
悼
監
･
�
"
8
1
.
g
(
壁
海
産
.
ト
　
　
敷
居
･
'
9
T
 
E
g
t
第
7
堅
強
も
堪
.
s
t
感
韓
i
g
(
憩
も
堪
.
f
T

亜
膚
潮
時
Y
心
r
Y
長
軌
エ
y
ト
ユ
{
t
 
･
m
I
.
(
g
t
噛
Y
)
堰
鮮
B
t
王
室
.
N
I
.
嘩
唖
Y
韓
i
.
コ
感
瑚
Y
韓
T
'
O
I
'
g
t
昭
庫
q
p
-
6
'
(
嘩
r
r
]
騒
僅
)
粥
鮮
O
T
雫

｣
J
T
鵜
粥
額
粥
r
r
7
駆
時
数
置
.
9
'
ト
.
躯
僧
潮
時
Y
心
r
y
名
翫
(
t
や
J
q
{
卜
.
9
.
嘩
綿
.
9
'
嘩
悼
岬
.
寸

れ
粥
堅
強
堂
嚢
鵜
匠
.
∽

'
容
醒
智
明
堅
強
各
.
N
.
嘩
鮮
魚
.
I

囲
皆
単
軌
薯
Q
軍
薯
着
艦
姥
冨
庫
　
区
t
鯨

夏
至
S
≡
く
V
I
-
V
S
⊃
ゞ
V
H
V

n
莞
W
l
^
J
J
}
弼!.

K
^
叫
.
t
m
山

一

1

1

m

m

山

ト
L
m
皿
　
卜
国

S 9緬蕗

寸
L
田
　
寸
は
凶

C
L
田
　
M
田

Z
L
園
　
N
国

L
L
E
m
 
L
E
j

1
､
　
勺
V
 
V
　
勺

一
日
L



38 大　　塚　　裕　　之

とよんでいる.長尾　巧(1926)は天草上･下島に分布する古第三系の一部に本渡層群と命名した.

しかるに前述の本渡層という地層名は長尾の本渡層群とまざらわしく,今後混乱を起こすおそれ

があるので改名する必要がある｡筆者は大塚(1931)の地層名を尊重し,下島に分布する鮮新一

更新続に対して｢佐伊津層｣と命名し,本層の再定義を行なう0本層は第1表に示すように,島

原半島南部に模式的に発達するロノ津層群の一員であると考えられる0

第1表　有明海南部周辺の更新一最新統層序表

(島原半島南部)　(諾†萱苗慧響詞)

砂丘砂･沖積層･ローム層砂丘砂･沖積層･ローム層

中位段丘堆積物

大　　江　　層

竜 石 層

上部大屋層

下部大屋層

低位段丘堆積物

中位段丘堆積物
(自木尾層)

佐　伊　津　層

古　第　三　系　　　　　古　第　三　系

(歪詣苧悲東芸)

砂丘砂･沖積層

低位段丘堆積物

佐伊津層上部層

佐伊津層下部層

古　第　三　系

(湯島･大矢野島)

砂丘砂･沖積層

低位段丘堆積物

岩　屋　磯　層

大　矢　野　層

諏　訪　原　層

古　第　三　系

(1)　ロノ津層群佐伊津層(SaitsuFormation)

下位の古第三紀層を傾斜不整合におおう累層である｡本層の中位の層準に厚さ4-5mの黒灰

色軽石質凝灰岩を一層はさみ,これにより上部,下部の2部層に分けられる｡両部層に分けられ

る｡両部層を通じてほほ9つの堆積輪廻が認められる｡ channel-fill structure,斜交層理,磯の

覆瓦状構造等が比較的よく発達しており,これらの堆積現象は,本層の堆積が,少をくとも一部

は河川の堆積環境下に行覆われたであろうことを示唆している｡また比較的連続性のある薬理の

発達した粘土層の存在は一部が湖沼での堆積物であることを示唆している｡下層部は主として佐

伊津層分布地域の北半部に分布し,上部層は南半部に分布し,基盤岩にアバットしている0

本層には,下位から砂磯層,斜交層理の発達した種々の粒度の砂層,最上部は往々にして炭化

物･植物被片にとむシルト･粘土層で終る堆積輪廻が比較的よく発達している｡シルト層の上面

は比較的起状にとむか,しばしば小規模のチャンネルによって侵食されている｡岡田(1968)が

既に指摘したように,この堆積輪廻は下位のいわゆる"point-bar deposits'式の硬質堆積物と
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上位の"over-bank凸ow deposit"塑粘土層から怒る"fining-upward cycles" (Allen, 1965)を

基本単位とする典型的を河川堆積の特徴を示している｡

la)佐伊津層下部層

模式地:天草下島五和町大島～浜田間の海食崖

副模式地:天草下島五和町手野志田ノ原から城河原へかけての東部丘陵一帯

層　　厚:最大厚70m

基盤岩を不整合におおう凝灰質砂層にはじまり,上部の軽石質凝灰岩(御領凝灰岩)までに河

川堆積(一部は湖沼堆積)を示唆する5つの堆積輪廻が認められる｡堆積物は砂磯,凝灰質砂,

凝灰角磯岩,シルトを主とする｡本部層の分布するほぼ中央部(手野一御領間)に基盤岩が地表

下に浅く存在する地域があり,この高まりによって東部と西部では幾分岩相を異にしている(第

2図)｡

模式地の東部海岸では5っのサイクロセム, 4っのサブサイクロセムが認められる｡各サイク

ルの最上部のシルト層または粘土層は横-は必ずしも連続Lをく,それを追跡すると,垂直的に

幾分上位か下位の層準に存在する｡これは恐らくは当時の河川の　meandering　による堆積作用

を示唆している｡

第2図　手野一御領間の地質概略図
1･舌第三紀層, 2.佐伊津層下に基盤岩が地表下に浅く潜在する地域,
3.推定される古河川

第1サイクロセム:下半部は全域にわたって基盤岩をおおう軽石磯を含む凝灰質粗粒砂層およ

び角閃石安山岩質凝灰角礁岩から覆る｡西方の内陸部では上位5-7mは中～大磯層が占め,最上

位は下半部に灰白色凝灰岩を伴をう粘土層(3-8m)がおおう(第3図　D,E)C　東方の御領海岸

では凝灰質砂層の上位に砂磯層　8m)が累重する(第3図, J,K)｡砂磯層には斜層理が顕著に発

達し,上方に徐々に細粒化し夜がら植物遺体を豊富に含む炭質シルト層(4m)に漸移する｡この

サイクロセムの上面にはまれに小規模のチャンネルが認められる｡それは東部でE-W性,西部

でNNW-SSE性の方向を示すものが多い｡手野の-の谷および中ノ井手西方には古河川の存在

を示唆するいくつかの事実が観察される｡前者においては第1サイクロセムの砂磯層中に一種の

"point-bar　式の堆積をしたと考えられる磯の集積が認められる(第4図版,第1図)｡一部に人

頭大ぐらいの磯を含み,逆グレイディング(inverted grading)が著しい｡後者においては,第
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1サイクロセムの砂裸層によって充慎された基盤岩の凹地形が観察され,これは当時の河床を示

すものと思われる｡本サイクロセムのシルト層はこれら堆定される古河川の外側に厚く発達する

か,直接に基盤岩をおおっており,いわゆる"over-bankdeposits'1式の粘土層であると考えら

れる｡　　　　　　　　　　　､

第2サイクロセム:砂硬質堆積物は手野を中心とした内陸部で厚く発達し,最大厚25mに

達する｡手野-の谷付近では下位8-9mを中磯～大磯層,さらに斜層理の発達した砂層が占め,

上方-徐々に細粒化し夜がら凝灰質シルト層(4-8m)に移行する(第3図, D,E)｡東部の模式

地では一般に粘土層を主とした細粒相が卓越し,砂硬質堆積物は発達し覆い｡粘土層は往々泥炭

質で,層灰岩の薄層を挟む｡

第3サイクロセム:最大厚20m,最小厚6m｡このサイクロセムは場所により層厚の変化が

著しい｡一般に内陸部で厚く,厚いところでは東部における層厚の約3倍に達する｡全体とし下

部4-6mは角閃石安山岩質火山砂層,凝灰角磯岩が占める｡内陸部の手野西方では火山砂･中～

大磯層,粘土質シルト層の順に累重している｡このサイクロセムにおける等層厚線についてみる

と,その分布形態に堆積盆地の北縁にほぼ直交するようを南北方向の湾入部と突出部が認められ

る｡(第5図, III)この方向性は当時の河川の流れの方向に関連しているものか,あるいは堆積盆

地の基盤地形を反映しているものかはわからない｡砂層には斜層理が比較的よく発達するが,こ

れによって判断される古水流は堆積物が厚く発達する地域-向かい,それは等層厚線にほぼ直交

している｡斜層理と同じ方向性を示すチャンネルが少覆い割合で観察される｡

第4および第5サイクロセム:両サイクロセムにおける堆積物は砂磯を主とした粗粒相が主

と覆り,火山性砕屑物の占める割合が下位のサイクロセムにおけるよりも少なく覆っている｡御

領黒崎海岸においては第4サイクロセムにおける砂硬質堆積物はあまり発達しなく,中粒～粗粒

砂層が主である(第3図, K)｡内陸部の手野～城河原付近(第3図, B-G)においては砂裸層が

卓越し,若干の軽石質層灰岩層が一部が挟まれるほかは,火山砕屑物の割合は少覆い｡本サイ

クロセムの中のシルト層はおおむねl-3m　の厚さで,その上面には　channel一点11structure,

scour-and-fill structureが顕著に発達している｡第5サイクロセムにおいては全体としてpoint･

bar式の硬質堆積物が束部において厚く発達している｡東部の御領黒崎海岸では下部約20m＼は

中磯～大磯層が占め,上部は白色層灰岩層(1.5m),凝灰質シルト層1.5m)がおおう｡内陸部の

城河原-上野原付近(第3図, M)では下位の第4サイクロセムのシルト層の水磨面をおおう

斜層理の発達した砂硬質堆積物(約4m)にはじまり,この上に約2倍の層厚を有する塊状のシ

ルト層が累重する｡シルト層は青灰色をいしオリーブ色を呈し,往々流木および植物遺体を含む.

チャンネルは最大巾　2m　で,その横断面はU字型のものが多く,チャンネル指数(channel

は2.1から4.0の間で変化する｡

1b)佐伊津層上部層

模式地:天草下島本渡市茂木根から佐伊津-かけての海食崖

副模式地:天草下島五和町手野志田ノ原から城河原-かけての東部丘稜

層　　厚:130(+)m.

本部層は第6サイクロセムのはじまりから本層の最上部までとする｡第6サイクロセムの最下

* channel index=
height

×100
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部か中部に軽石質凝灰岩(御領凝灰岩)を介在している｡本部層の全体を通じてほほ5っのサイ

クロセムが認められる｡概して下半部の岩質は下部層のそれに類似しているが,上半部(第10

サイクロセムより上位)は火山砂層,層灰岩層層,凝灰岩をどの火山性砕層岩層が卓越している｡

シルト層は横への連続性に乏しい｡砂磯質堆積物は本渡町北西方の堀切峠を中心に分布している｡

全体として本部層は基盤岩にアバッ′トしている｡

御領凝灰岩:特徴的を軽石質凝灰岩(5-7m)が第6サイクロセムの砂磯層の中部に介在さ

れるか,第5サイクロセムのシルト層をおおっている｡この凝灰岩は佐伊津層における鍵層とし

て追跡できる｡東部の御領黒崎海岸では下位のシルト層をおおって,下位から層灰岩の角裸を含

む凝灰質砂層dm),灰白色層灰岩層　0.5m,凝灰質砂層(2m),軽石質黒灰色凝灰岩(4m)の順

で観察される(第3図, T)｡次に述べるようにこの凝灰岩は岩石学的にみてロノ津層群大屋層中

部に介在している黒灰色軽石質凝灰岩と同一時期の,同一火山からの噴出物であると考えられ,

互いに対比が可能である｡鏡下の観察によるとこの凝灰岩は含角閃石両輝石安山岩起源のもので,

紫蘇輝石が多い｡溶結現象は認められ覆い｡ロノ津層群大屋層のものは同じく両輝石安山岩系統

の安山岩であり,紫蘇輝石が多く,まれに角閃石安山岩磯を含む｡また火山ガラスの流動の構造

が認められ,溶結している｡これら2層の凝灰岩中の火山ガラスのIndex　の測定結果は次のと

おりである｡

大屋層中のもの　　　　　　　　佐伊津層中のもの

斜長石 ni -1.5438 (20oC)

+ 0.0005

n2-1.5450 (20oC)

+ 0.0005

火山ガラス　　n-1.5100-1.5150

(± 0.0005

ni-1.5435 (20-C)

+0.0005

n2-1.5450 (20oC)

+0.0005

n=1.5100.-1.5150

(± 0.0005)

両地域における両凝灰岩の鏡下での特徴の相違は一種の同時異相であると考えられる｡

第6サイクロセム:第5サイクロセムの堆積後,西部では再び砂磯層(5-8m)が男重し,更

にこの上位を凝灰岩がおおっている｡しかし東部では第5サイクロセムのシルト層を直接にこの

凝灰岩がおおっている｡砂磯層は一般に淘汰が悪く,時どき逆グレイディング現象が観察される

ほか,小規模の　channel-fill structure, scour-and-fill structureが認められる(channel index

-0.2, 0.3, 2.1, 3.4)｡黒灰色軽石質凝灰岩層の直下には灰白色凝灰岩層を挟み,それは手野一帯で

約40cm,御領付近で最大厚3mある｡

第7サイクロセム:最大厚17m｡御領から佐伊津にかけての海岸においては約15mの厚さ

がある(第3図　S,T)｣下部は大磯層～中磯層(5m),粗粒砂～中粒砂層(1m-1.5m)から覆り,

さらにこの上部には一部が凝灰質のシルト層が累重する｡シルト層は全体に炭質物を多く含み,

往々茶褐色を呈する｡このサイクロセムの砂磯層は基盤岩が露出している城河原一堀切峠付近,

櫨之原付近によく露出している｡砂磯層は漂磯～大磯を主とし,淘汰が悪い(第3図Q),斜交

層理から判断される古水流は1っは城河原を中心に集中する古水流群であり, 1っは主に束半部

にみられ,現在の海の方-向った古水流群である(第5図, VII)｡

第8サイクロセム:主に佐伊津町南部から本渡町北東部に分布している｡最大厚23ra,最小

厚5.5 m｡佐伊津付近および本渡町本泉水源池付近においては,いわゆる"point-bar'式の硬質堆
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積物と"over-bank flow deposits':式の粘土層から覆っている(第3図, P,Q)｡佐伊津町市街地

周辺においてはこのサイクロセムは,下位の第7サイクロセムの粘土層の侵食面をおおう斜交層

理の発達した砂層(3m)ではじまり,砂磯層(7m)杏-て粘土層(5m)で終るいわゆる　Allen

(1963)の"flood plaindeposits'1式の累重関係を示している(第3図, H,T)｡城河原付近(第

3図Q),本渡市本泉水源地付近(第3図, P)では硬質堆積物が発達しており,往々磯の覆瓦

状構造や　scour-and一別1structureが認められる｡本サイクロセムの等層厚線図(第4図, IV

からみると,城河原,櫨之原,本泉を中心とした地域と佐伊津およびそれ以東を中心とした地域

に堆積盆地の深まりがあったようである｡これは第7サイクロセムの時期から顕著となり,第9

サイクロセムの堆積のころまで認められる｡

第9-第10サイクロセム:第9サイクロセムは層厚変化が著しく,西方で薄く(2-4m,

東方に厚い(18±m)｡御領付近では下位の第8サイクロセムの粘土層をおおって,白色硬質層

灰岩層(1.5m),角閃石安山岩質凝灰角磯岩層(4m)が累重している｡第9シルト層の上位には

小磯～中磯層(9m),一部に軽石密集部を挟む白色凝灰岩層(3-9m),小磯～中磯層　6.5m,莱

理の発達した白色凝灰岩層dm),オレンジ色ローム層(2.5m)の順で累重している(第3図,

良)｡このオレンジ色ローム層を境にして上部80mは白色軽石貿凝灰岩層,斜層理が発達し,

凝灰岩薄層をひんぽんに挟む凝灰質砂層,角閃石安山岩磯を多く含む磯層が成層しており,主に

本渡市茂木根を中心に分布している｡

1C)地質構造

本層は佐伊津町以北ではほぼ東西の走向で,南- 5-15C　のゆるやかを傾斜を覆し,佐伊津町

以南では走向は東西で,北方- 5-10-　のゆるやかを傾斜ををしている｡つまり本層はゆるやか

を向斜構造を示す｡東西の伸びを示す向斜軸は御領一茂木板間に存在する｡佐伊津沖合いの海底

下の佐伊津層にもこの向斜構造の延長が確認されている(松石･松本, 1969),

ld)化　　石

佐伊津層からの化石の報告は林(1960)の珪藻群集のみである｡それによると本層の珪藻群に

は淡水の環境を示すものが全んどで,海棲種は全く含んでい覆い｡このことは堆積学的に推定さ

れる本層の堆積環境に一致する｡ Eunotia lunoria (Ehr.) Grunow, Cymbella cistula (Hemp.)

Grunow, Epith zebra (Ehr.) Kutzingが特徴的に含まれている｡林は含有化石珪藻の構成か

ら,佐伊津層の時代をLowerPlioceneとしている｡これは筆者が得た本層の時代についての結

論と異なっているが,詳細については後事で述べる｡

本層のシルト層および粘土層から約25の試料について花粉分析を試みたが,分析できたのは

第2サイクロセムから第9サイクロセムまでの5試料である(第9図)｡花粉群は松柏類,落葉

棉,常緑樹を含む｡そのうちinaperturatae type (無孔型)花粉　Pinus, Picea, Taxodiaceae

{Metasequoiaを含む), Quercus, Zelkova or Ulmusが多く,次いで　Tsuga, Juglans, Fagus,

Tricolpataetype (三溝型花粉)が兄い出され,また少ない割合で　Abies, Liquidambar　が兄

い出される｡佐伊津層全体を通じて花粉構成は類似しているが,出現率において差異を認めうる

ものがある.詳細は後章で述べる｡植物遺体(菓または実)化石としては,下部層からMetase-

quota cf. japonica Mikt, Liquidambarformosana Hange, Fagus crenata Bl., Carpinus sp.,

Zelkova sp.を,上部層からMetasequoia cf. japonica Miki, Liquidambar sp., Fagus crenata

*　単子葉植物の花粉とみなされる



第4図　熊本県本渡市北部の地質図

l-10は各サイクロセムの最終メンバーのシルト層～粘土層の分布を示す



第3図　佐伊津･御領地域における佐伊津層の地質柱状図
1.磯の覆瓦状構造, 2.小磯層, 3.中磯層, 4･大磯層, 5･シルト岩礁を含む砂層, 6･斜交層理の発
達する砂層, 7.中粒砂層, 8.粗粒砂層, 9･凝灰質シルト層　蝣10.シルト層～粘土層, 1L　角磯を含
むシルト層および粘土層12.炭化物,植物遺体を含むシルト層, 13.チャンネル14.侵食面,
15.炭化木を含む砂層16.凝灰質砂層17.凝灰角磯岩18.御領凝灰岩19.凝灰岩　20.軽石を
含む凝灰岩, 21.植物化石　A.B.手野中ノ井手西方, C･手野志田ノ原　D.E.F.手野-ノ谷南方,
G.H.I.御領一手野間, J.御領東方　K.御領北東方海岸, L･炉ノ原　M.N.手野上野原一城ノ木場,
O.手野上野原一御領間, P.本渡本泉水源池付近, Q･堀切峠, R･佐伊津南芳一茂木根海岸, S･佐伊津
南西方, T.御領黒崎海岸一佐伊津.
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第5図　佐伊津層における各サイクロセムの等層厚線図(単位m)および古水流
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Bl., Quercusso.を得た｡これらの植物化石群の構成はロノ津層群大屋層のもの(高橋, 1954,

大塚, 1966)に類似しており,岩相上の両層の類似性とよく合う｡

(2)阿蘇溶結凝灰岩(Aso welded tuff)
I

.五和町御領一帯および手野･城河原一帯の狭い範囲に散在して分布し,佐伊津層を不整合にお
t

t

をっている｡侵食作用のため露頭は小さく分離して分布しているが,おおよそ東北東～西南西方

向の帯状配列をしている｡岩石は黒色または黒灰色で,比較的徹密で硬い｡含まれる軽石はよく

溶結している｡各露頭の上面は標高20-35mの平坦面を覆し,一種のmesa地形を示している

(最大厚8m)｡東部海岸では10-20mの侵食平坦面を形成し,上部は赤色土によりおおわれて

いる｡

2.志岐一宮同地域

天草下島北西部においては,志岐一富岡を中心にした狭い範囲に分布している｡基盤岩類は古

第三系坂瀬川層の黒色貢岩および砂岩,砥石層およびこれらに質入した石英閃緑岩,石英斑岩,

扮岩,安山岩をどである(松下, 1949,高橋1965)c　北西端に位置する富岡半島はこれらの古第

三系からなるが,沖積層によって下島の古第三系の主要分布地から分離されている｡

本地域の更新続,最新続は下位から佐伊津層相当層,釜層,中位段丘磯層(自木尾磯層),低位

段丘堆積物および沖積層から怒る｡

(1)　佐伊津層

佐伊津層相当層と考えられる地層が志岐炭鉱から都呂々へ通じる村道に沿ったきわめて狭い範

囲に露出する｡走向北300東,傾斜100東,層厚7(+)mc　本層は軽石の細磯を含む凝灰賢シ

ルト層,灰白色シルト層,暗灰色凝灰質砂層,角閃石安山岩質凝灰角磯岩などからなる｡角閃石

安山岩の火山砕屑物を主とするこれらの層序は,これが東部の宮津,佐伊津地域における佐伊津

最下部に対比されることを示している｡志岐平野中央部,標高10-15111における深度90mの

ボーリングにより,釜砂磯層下に佐伊津層相当層の存在が確認された｡それによると堆積物は凝

灰質シルト層,層灰白色層灰岩層を主としている｡

(2)　釜　層(KamaFormation)

模式地:天草下島志岐町釜北方の海食崖

副模式地:天草下卑志岐町西部の海食崖

層　　厚: 30(+)m

天草下島北西端の志岐平野の北端の釜海岸および西部海岸のきわめて狭い範囲に露出している.

佐伊津層との関係は傾斜不整合である｡堆積物は砂岩磯,扮岩礁などの古第三紀層より由来した

と思われる角磯を主とした磯層が卓越し,一部に少覆い割恒でシルトの薄層を挟む｡

模式地の釜海岸では約30mの海食崖を覆して,ほぼ水平をシルト層とすこぶる淘汰の悪い砂

磯層の互層が露出している(第6図) ｡砂裸層の構成磯種は約84%が黒色貢岩であり,約16%

が砂岩の角磯である｡シルト屑は青灰色をいし淡灰色を呈し,往々その中に円磨度の低い細磯層

のパッチを挟む｡ channel-filstructureがよく発達している｡ channelの巾は平均して3 mで,

高さ0.5mから2.5mのものまで認められる　channelの形態はその多くはU字形であり,シ

ルト層を侵食し,淘汰の悪い砂磯層によって充填されている｡

内田一都呂々にかけての県道沿いに本砂磯層が15mないし50mの高度の海食崖を形成して
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第6図 釜海岸の海食崖にみられる釜層

の地質柱状図

A B

45

いる｡層序の下半部10mの淘汰の悪い中～大磯層に

は厚くて2m,薄くて0.3mの砂質シルト薄層が2-

3層準に挟在されている｡上部50mは大磯覆いし漂ミ
i

磯層が卓越している.磯層は古第三系起源の砂岩磯が!

主で,その多くは角磯である｡地層は全んど水平か,

わずかに西方へ傾いている｡

内田一富岡間では上位を中位段丘磯層(自木尾層)に

よっておおわれた本層が海食崖に露出している｡地層

は海食崖の南部ではほとんど水平であるが,北部の基

盤岩近くでは緩やかに南-傾斜している｡全体に淘汰'

の悪い砂磯層が卓越しているが,青灰色砂質シルトの

薄層(最大厚30cm)をレンズ状に数層準に挟んでい;

る｡自木尾東方の海食崖ではこの砂磯層の上部に黒灰

色をいし灰褐色塊状砂質泥岩(最大厚1m)がレンズ

状に挟在されており,それは水平距離約10mに亘っ;

て露出している｡この泥層には　Dentalium sp., Pa-

phiasp.夜どの海棲貝化石を産する｡更にこの泥層の

上位には砂管を多く含む黄褐色シル1､質砂層1.5m,

黄褐色砂層dm)が累重している(第7図).
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第7図　志岐町西部,内田一日木尾間の海食崖にみられる釜層,内田泥岩部層,中位段丘磯層

およびローム層

第8図はスパーカーおよびボーリングによる志岐町周辺の地下地質構造探査図である｡この図

には古第三系(石英扮岩類を含む)および第四系の分布および古第三紀層の侵食上面の地形を示

してある｡志岐周辺の海域と陸域の地下において,古第三系を不整合におおう堆積物が存在して

いるが,その地質構造が佐伊津一茂木根沖にみられる佐伊津層の構造および志岐地域の陸上にお

ける佐伊津層および釜層の分布･配列に調和している｡従って,これらは陸上における佐伊津層

および釜層相当層であると推定される｡図から判断すると佐伊津層および釜層を堆積させた堆積
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第9図　天草下島苓北町付近の地質図
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盆地は志岐平野を北東から南東-横切る一種のtrough　を夜している｡その形態は引伸されたひ

ょうたん型をなすが,内田付近では最も狭く(約800m),この南西部および北東部では膨んでい

る(最大巾　200m｡平均海水準から測定した古第三系の侵食上面の深度についてみると,最狭

部の内田付近で約75mであり,深度は都呂々沖では120m,志岐町北方海域では150mある｡

佐伊津層相当層および釜層相当層はゆるやかを向斜･背斜構造を示しており,その摺曲軸の伸び

の方向はほぼ東西である｡これらの構造は基盤岩(古第三系)の侵食地形を反映しているようで

ある｡釜砂傑層および佐伊津層相当層は北東方向-向って伸びる分布形態を示している｡後章に

おいて述べるように,この砂磯層の花粉群集が対岸の島原半島における竜石層下部のそれに対比

されることから,この磯層は有明海南部において竜石層と交指関係にあるものと推定される｡

(3)中位段丘磯層(自木尾層)

本層は志岐町北東部の釜を中心とする標高5-20m　の地域と志岐西部海岸の内田･自木尾を

中心とする5-20mのきわめて狭い範囲に分布している｡磯層は最大厚3m,最小厚1.5mで,

釜層を傾斜不整合でおおっている(第7図)｡全体として堆積物は大磯ないし漂磯を主とし,基

質は茶褐色をいし黄褐色を呈する｡自木尾海岸ではその磯層の上位を下位から砂質シルト層(l-

l.5m),赤褐色ローム層(1.5m),チョコレート色ローム層(0.5-1m)がおおっている｡

3.宮津･通詞地域

天草下島北端の宮津海岸および通詞海岸の狭い範囲に古第三系の坂瀬川層を不整合におおって

砂磯･シルト･凝灰岩を主とした堆積物が分布している｡シルト層からは植物化石を多産し,岩

第10図　鬼池一宮津付近の地質図
1.赤色土層, 2.中位段丘磯層,
3.佐伊津層　4.古第三紀層

相上佐伊津層に対比される｡さらにこの上位を釜

層,低位段丘堆積物がおおって分布している｡

(1)佐伊津層

宮津地域における佐伊津層相当層は,海岸線に

沿って約　200m　の巾で露出している｡ここでは

金屑厚は40(+)mあり,全体として緩やかに南

東方-傾斜している｡下限は不明である｡

下部は薬理の発達した淡灰色層灰岩と角閃石安

山岩の淡褐色凝灰角磯岩が占める(約7m)c中部

は中磯～大磯層が卓越しており,これに種々の粒

径の砂層と層灰岩の薄層をはさむ(約17m)｡砂

磯層には往々　name structure　が観察される｡

磯種は基盤岩の古第三系起源と考えられる砂岩･

貢岩が主で,少ない割いで角閃石安山岩･チャー

ト磯を含んでいる｡上部約12mは細粒を淡灰色～淡褐色層灰岩層と凝灰質砂層よりなる｡層灰

岩層は無層理で, 1単層は厚くて　5m　ある｡東部海岸では層序の上部が露出しているが,西海

岸におけるより泥質である(第11図)｡これらの層序のうち,最下位の葉理の発達した淡灰色層

灰岩および淡褐色凝灰角磯岩は佐伊津層の主要分布地の御領北方において第1サイクロセムの最

下部にみられる細粒火山砕層岩層に対比されるものと考えられる｡

通詞地域では東海岸に約100mの巾で佐伊津層相当層が露出している｡北西海岸には約10m
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第12図　二江一通詞付近の地質図
1.低位段丘堆積物, 2.釜層, 3･佐伊津層
4.古第三紀層
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第13図　天草下島北部通詞海岸におけ
る佐伊津層の地質柱状図

の海食崖を覆して釜層相当層が分布する｡佐伊津層相当層は層厚35 mに亘って露出し,走向

N70oEでゆるやかに北へ傾斜している｡岩相層序は下部から流木を含む黒褐色粘土層d m),中

磯～大磯層(5m),塊状青灰色シルト層(約15m)の順に累重している｡シルト層の中～下部に

は各々1.4m,0.6mの角閃石安山岩の凝灰角磯岩が介在している｡上位14mは中磯層,灰白色

層灰岩,淡青色シルト岩層,砂質シル1､岩層が累重する(第13図)｡層灰岩層にはMetasequoia

sp., Fagus crenata (?) Bl., Quercus sp.夜どの植物遺体化石のほか花粉化石を産する｡花粉群
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はロノ津層群大屋層のそれに類似L Finns, Abies, Picea, Metasequoiaを含むTaxodiaceae

とFagus, Quercus, Zelkova or Ulmus, Ulmaceae, Percicaria　によって特徴づけられている.

(2)釜　　層

通詞の北西海岸に約15mの高さの海食崖を形

成して露出している｡磯はすこぶる淘汰が悪く,

角硬質であり,中礁～漂裸大の粒径を有する｡磯

種は基盤岩の古第三系起源のものであると考えら

れる砂岩･貢岩を主とし,古生層起源磯は全く含

まをい｡磯層の一部には磯の覆瓦状構造が認めら

れる｡分布の西端ではシルト層(1.-1.5m)を数

層準に挟む(第14図)0

(3)低位段丘磯層

佐伊津層･釜砂磯層をおおって標高10-15 m

の高度に約　3(+)m　の堆積物が認められる｡下

位から中磯～大磯層　dm),ハダ色凝灰岩(0.2-

0.3cm),中裸層dm　の順で累重し,最上部は淘

汰良好夜中粒砂層がおおっている(第15図)0
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第15図　天草下島北部通詞における釜層および低位段丘堆積物

4.大矢野島･湯島地域

大矢野島における更新続の基盤岩は天草上島に広く発達する古第三系の教良木層である｡教良

木層は貢岩を主とし,少覆い割合で砂岩層を挟む｡更新統分布地域における南半部では古第三系

に属する流紋岩類の露出がある｡本島における更新続は,島の南西部の大矢野岳,北部の大山,

柴尾山,飛獄をどの溶岩円頂丘をつくる角閃石安山岩の溶岩および同岩質の凝灰角磯岩,集塊岩

が主構成員である｡島の北西部にはこれらの火山の活動前のものであるシルト層,砂磯層を主と

する堆積物が分布している｡

1)ロノ津層群

訊訪原層(Suwabaru Formation)

模式地:大矢野島北西部諏訪原海岸

分　布:大矢野島北西部の串一諏訪原一弓ヶ浜を結ぶ地域
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層　厚: 25　+)m.

本層はロノ津層群における角閃石安山岩の活動前の堆積物である｡模式地の大矢野島北西部の

諏訪原海岸では本層が海食崖を覆して露出している｡本層は砂磯層が主構成員であり,上部にシ

ルト層,育灰色層灰岩層を挟む(第18図)｡地表で観察される限り,下部5-10mは漂磯層が占

め,これに少ない割合で淡青色を呈する凝灰質シルト層を挟在している｡磯層を構成する裸種

はチャート,絹雲母片岩,結晶片岩,脈石英,花園岩,砂岩が主であるが,前3着が卓越してい

る(第26図)｡チャート,脈石英,花尚岩,砂岩は比較的よく円磨されている｡中･上部5-10m

は中磯～漂磯大の磯を含む磯層と粗粒砂層が卓越し,シルト層,層灰岩層を数層準に挟む｡砂裸

層の1単層の厚さは3-7mで,往々斜層理の発達した粗粒砂層の薄層を挟んでいる｡シルト層

は1-1.5mの厚さの単層が多く,暗緑色～黒灰色を呈し,往々流木を含む｡本層の分布の南西

端の高田一寺尾付近においては,基盤岩の直上に約6mの層厚を有する本層が存在する｡主に灰

褐色シルト層から覆り,数層準に層灰岩の薄層(0.5m-lm)を挟在している｡

大矢野層(Oyano Formation)

模式地:大矢野島北西端の女鹿串から田端-かけての西部旦稜一帯

層　厚:160(+)m.

本層は角閃石安山岩の火山砕屑物によって構成されている｡しかし本層の分布地域のほぼ中央

部を北西から南東-広がる沖積平野を境にしてその北部と南部地域ではいくぶん岩相を異にして

いる｡すなわち南西部においては火山砕層岩層中に基盤岩の古第三系から由来した貢岩,砂岩の

角磯を密に含む層準が認められ,それは本層の岩相区分に有効である｡またその中に挟在する紫

赤色凝灰岩は鍵層として追跡出来る｡北部では南西部におけるほど岩相による層序細分は明瞭に

行なうことは出来覆い｡
∫

a･下部層　層厚30m.下位の諏訪原層に累重し,主としてよく成層した黒灰色細粒～中粒火

山灰層と灰白色凝灰岩の互層から覆る｡その分布は北西海岸の菰訪原付近に限られている.火山

灰層の1単層は0.3mから4mの間で変化する｡全体として固結は中程度で,往々角閃石安山

岩磯を含む｡灰白色凝灰岩層は比較的よく固結しており,その1単層は0.1mから1mの間で

変化する｡

b.中層部　層厚75(±)m.下部層を整合におおう角閃石安山岩の火山角磯岩および凝灰角磯

岩からなる｡上限は紫赤色凝灰岩層(0.5-4.5m)までとする｡南部地塊の大手原付近では層序の

下部55mは基盤岩から由来したと思われる貢岩の角磯を多く混在した凝灰角磯岩から覆る｡層

準によっては貢岩礁の密集するところがあり,鍵層と覆る｡上部15mは白色凝灰岩薄層を挟む

凝灰角磯岩から覆る.全体として層理はよく発達しており,場所によっては斜交層理も認められ

る｡

C.上部層　層厚70(+)m.角閃石安山岩の火山砂層,凝灰角磯岩,凝灰岩を主とする比較的

よく成層した累層からなる｡往々人頭大の角閃石安山岩角磯を含有する｡宮津付近では古第三系

の流紋岩体を不整合に覆っている｡

(2)岩屋磯層(Iwaya Gravel Bed)

大矢野町北部柴尾山南ろくの標高　30-40 m　の狭い範囲と屋敷山一自涛間の道路沿いの標高

50-60m　の狭い範囲に分布している｡層厚は　5(+)mで,中磯～大磯を主とする｡磯種はチ

ャートが主で,まれに砂岩,脈石英を含む｡磯層の基質は赤褐色～褐色の砂質シルトによって充



第16図　大矢野島北西部の地質図

1･岩屋磯層　2･低位段丘堆積物, 3･角閃石安山岩類, 4.角閃石安山岩質集塊岩, 5.大矢野層上部層, 6.大矢野層上
部層(古第三系起源裸の粗集部), 7.紫赤色凝灰岩, 8･大矢野層中部層(舌第三系起源の貢岩密集部), 9.大矢野層中部層
(舌第三系起源磯の粗集部), 10.大矢野層中部層　11.大矢野層下部層　12.諏訪原層　13.流紋岩類(舌第三系),
14.舌第三系(砂岩･頁岩互層).
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第17図　湯島における諏訪原層相当層の
地質柱状図

切るいくつかの小断層が観察されるが,

認められる｡

(5)火山岩類

51

項されている｡化石の産出は覆い.

(3)低位段丘磯層

大矢野町北西部の諏訪原北方海岸の標高0-10m

の狭い範囲に分布する海成段丘堆積物である｡下位

の諏訪原層を不整合におおって,硬質粗粒砂層(3.5

m),シルト質細粒砂層(0.5m).細磯層(0.5m),粗粒

砂層(1.5m)の順で累重しており,上部を赤褐色土

壌によって被覆されている.

(4)地質構造

基盤岩の古第三系は更新統分布地域の南東の尾屋

敷以南に広く分布するほか,北部の日清,岩谷,北

西部の大手原,釜付近に点々と露出している｡いわ

ゆる大矢野層の地質構造は堆積盆地の基盤地形を反

映しているとみられ,北西部で走向　NE-SSWで

南- 5-10c　傾斜し,北部で走向E-Wで,南へ

5-120傾斜し,南部で走向EEN-WWSで,北-

5-80傾斜している｡つまり大矢野層は全体として

盆状構造を夜している.諏訪原層はこの大矢野層の

堆積盆地の外側へ堆積したものと考えられ,走向

E-W　で,南-約100傾斜している｡大矢野層を

それにはE-W性, NE-SW性, NW-SE性のものが

大矢野島においては柴尾山　　m),飛獄　224m)を最高峰に,大矢野岳,大山,飛岳等の古

火山が大矢野層をつらぬいて溶岩円頂丘を形成している｡これらの古火山は松本(1963)が"罪

樋尾型"とよんだ山陰系角閃石安山岩である｡岩石の鏡下での観察によると,斜長石は累帯構造

が著しく,双晶が多く,部分的に汚濁されている｡普通角閃石はオパサイト化が進んでいる｡石

基は結晶度が高く,斜義石,鉄鉱物,火山ガラスから覆る｡

ⅠⅠ.諏訪原層･佐伊津層･釜層の花粉群集

諏訪原層:本層の花粉分析は大矢野島北西の級訪原海岸および湯島北西部海岸から得た炭質物

を含む黒褐色シルト岩について行なった.湯島の試料から得た花粉群集は松柏類が比較的高い出

現率を示し,それぞれPinus (34.9-38%), Picea (8-10.6%), Abies (8-9.0%), Tsuga (4-

4.2%)の割合で産出し,次いで少ない割いでMetasequoiaを含むTaxodiaceae (1.0-2%),

Juglandaceae (1.3-2.3%), Alnus (2.6-4.5%), Betula (1-1.3%), Betulaceae (3-3.5%), Fagus

(7.5-8.7%), Quercus (1.6-3.5%), Zelkova or Ulmus (5.3-8.9%), Liquidambar (0.5-1.5%),

Chenopodiaceae (0.5-1%), Tricolpatae型花粉(2.6-3%)が兄い出される｡諏訪原海岸の試料

から得た本層の花粉群集は湯島のものと花粉構成に大きを相違は覆い｡しかし出現率においてか

なりの違いが認められるものがある｡湯島の本層に卓越する　Pinus　は最高7%のきわめて低い
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第18図　諏訪原層,大矢野層の地質柱状図
A.岩屋西方, B.屋敷山北方　C.E.G.諏訪原海岸, D･船江一岩屋間, F･大手原一井川之下問,
H.古野一豊後谷付近, Ⅰ.江樋戸一鳩之釜間, ∫.高田一寺尾間, 1･シルト岩層, 2･中～大磯層,
3.凝灰岩, 4.角閃石安山岩質火山角磯岩および集塊岩, 5.凝灰角磯岩, 6･砂岩∴貢岩礁を含む
凝灰角磯岩および集塊岩, 7.基虚岩(舌第三系)

出現率を示す　Picea, Abiesも同じようを傾向を示す｡一方Quercus (7.5-8.7%), Zelkova or

Ulmus (18.5-19.6%), Tricolpatae型花粉(13-16.8^　は湯島の本層のものより高い出現率

を示す　Chenopodiaceae, Percicanaは全く認められなかった｡

佐伊津層:シルト層,粘土層から得た約25の試料について花粉分析を試みたが,分析出来た

のは第2サイクロセムから第9サイクロセムまでの5試料である｡花粉群は松柏類,落葉樹,常

緑樹を含む｡そのうちinaperturatae型(無孔型花粉), Pinus (4.6-32%), Picea (2.3-18.9%),
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Taxodiaceae {Metasequoiaを含む) (2.0-18.5%), Quercus (8.0-25.8%), Zelkova or Ulmus

(7.5-13.0%)が多く,次いでTsuga (0.5-6.0%), Juglans (1.5-4.8%), Fagus (3.2-6.4%),

Tricolpatae型花粉を少をい割合で含んでいる.佐伊津層下部(第3サイクロセム以下)の花粉

群は諏訪原層に類似し,さらに大屋層下部のそれに類似している｡佐伊津層の第5サイクロセム

以上に覆ると　Pinus-Picea　は急激に出現率が増加している｡これは下部大屋層から上部大屋層

へかけての同花粉の出現率(大塚, 1966)の増加の傾向に類似している｡以上,花粉群集からみ

た佐伊津層と大屋層の対比は岩相層序による対比結果ときわめてよく合う｡

釜層:釜層の花粉分析は内田泥部層の黒褐色泥岩(2点),釜海岸の凝灰質泥岩(2点)について

行覆った｡本層の花粉･胞子構成では松柏類(Pinus, Tsuga)と胞子(Polypodiaceae型および

Deltoid型)がきわめて卓越している｡内田泥層の花粉群はPinusの産出が卓越し(80-{

Tsuga (6.4%)が次いで多く,きわめて少をい割合でPolypodiaceae type b (2.5%), Deltoid

型(2.9%), Quercus (0.5%), Pseudotsuga (0.5-1%)が産する｡志岐北部海岸の釜砂磯層中のも

のは内田泥層の花粉構成に類似しているが　Pinus　が若干少なく　(44.7-53^),　一方胞子

〔Polypodiaceae (32-34%), Deltoid型花粉(7. 2-9. %96)〕が多い出現率を示す.釜層のPinus-

Deltoid型胞子で特徴づけられる花粉･胞子群集は島原市北方栗谷川河岸の竜石層中の花粉群集

(大塚, 1966)に類似している｡従ってこのことから両層を対比させることが可能である｡釜層

は竜石層の同時異相であると考えられる｡

III.ロノ津層群の堆積学的特色
＼

1.堆積の輪廻性

天草･ロノ津両地域におけるロノ津層群には河川をいしデルタの環境下の堆積を示唆する堆積

輪廻および堆積構造が比較的よく発達しており,それはロノ津層群堆積盆地の発達過程の考察上了

きわめて重要である｡ここではロノ津層群(広義)におけるそれぞれ異なった地点と層準から選

んだいくつかの堆積輪廻(sedimentary cyclothem)についての記述を行覆う｡しかしこれらの

サイクルの3次元的を形態はまだつかめてい覆い｡従って,輪廻性の原因についての討論は制限

したい｡

各堆積輪廻における諸要素,例えば1単位のサイクルの層厚,堆積物の組成,堆積構造は場所

により,また層準によって変化する｡しかし各輪廻にはそれぞれ欠くべからざる次のようを要素

が認められる｡ 1)下位の砂硬質堆積物と上位の粘土質細粒堆積物によって構成される｡ 2)粘

土質細粒堆積物の上面はしばしば侵食(Scour)されているかchannel-fill structureが発達する.

3)砂硬質堆積物は侵食面上に累重しており,往々斜交層理が発達している｡ 4)粘土質相は砂

磯相から漸移している場合が多い｡

ロノ津堆積盆地の段階的を拡大のうち,その中期の堆積物を代表する佐伊津層には約9つの堆

積輪廻が,大屋層には約37の堆積輪廻が認められる｡それらは岡田(1968)が既に指適したよう

に,下位のいわゆる"point-bar deposits''式の硬質堆積物と上位の"over-bank flow deposits

型粘土層から覆るHfining-upward cycles" Allen, 1965)を基本単位とする典型的を河川堆積

の特徴を示している｡堆積輪廻の形式には2っの型があり,両者はほぼ同じ頻度で存在する｡

AType:この型は小磯層～大磯層と斜交層理の発達する粗粒砂層の交互層から覆る硬質堆積

物の直上を,級化することなく,サイクロセムの最終メンバーのシル1､層～粘土層がおおうも
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のであり,シルt､層の上面には種々の大きさのチャンネルが発達している｡

B Type:この型は磯層から砂層へ級化成層し,最後にはシルト層または粘土層へ漸移するも

のである｡

l
喜
撃
■
≡

第20図　ロノ津層群大屋層中にみられるサイクロセムの層序
A.上部大屋層上部.長崎県南高来郡南有馬町大江(B type)
B･上部大屋層上部.長崎県南高来郡南有馬町大江(B type)
C.上部大屋層上部.長崎県南高来郡加津佐町立木(A type)
1･シルト層および粘土層, 2.シルトのレンズ, 3.秒磯層, 4.斜交
層理の発達する磯層, 5.砂層, 6.斜交層理の発達する磯層

2. Channel-fill structure

ChanneL丘11 structure　は諏訪原層,佐伊津層,大屋層さらに釜層中に観察されるが,とくに

佐伊津層において発達している｡しかし,その密集の度合い,形態,規模は場所によって変化に

とむ｡

1) channelの形態

channelの形態はその水路の切断の具合,例えば水路に直角に切られたか,または斜めに切ら

れたかによって本来の断面形態を示す場合と示さない場合とがある｡従って-きわめて稀を例

を除いて-その正確を断面形態をつかむことはむづかしい｡
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ロノ津層群中に観察される　channelには

大略次のような諸形態がある｡

A. U-shaped channel

a. opened form (Aa型)

b. closed form (Ab型)

B. V-shaped channel

a. opened form (Ba型)

b. closed form (Bb型)

C. composite form (C型)

これらの　channelは一般にサイクロセム

最上部のシルト層上面を切って存在するか,

まれに砂磯層中に認められる｡前者の場合は

シルト層をいし粘土層を切った　channelの

起伏面を次のサイ､クロセムの淘汰の悪い小磯

層が充填している｡この砂磯層にはしばしば

逆グレイデングが認められる｡後者の場合は

比較的淘汰のよい中粒～粗粒砂層を切り,淘

汰の悪い磯まじり砂層によって充填されてい

る｡

(2)各地層における　channelの発達状

況

width H

第22図　チャンネル　ダイアグラム

｣ノ＼-ノ
Aa Ab

＼ノ　＼ノ
Ba Bb

＼ノ＼ノ
C

第23図　Channelの諸形態(横断面)

裕　　之

A B

第21図　ロノ津層群佐伊津層中にみられるサイク

ロセムの層序

A.天草下島,五和町手野,上野原(第4-第
5サイクロセム) (Atype,Btype)

B.天草下島,御領,浜田海岸(第1サイクロ
セム) Btype

凡例は第20図に同じ.

諏訪原層:湯島の北部海岸で数個観察

された｡いずれも　Aa型で　channel

indexは4.5-3の間にあり,それらは

NEE-E-sww-w　方向を示す｡前述

のように,この方向は,斜交層理から推

定される古水流の主方向(NE-SW)に

直交しており,当時の南東部に存在した

後背地から主河川にそそぐ　channelを

示唆しているものと思われる｡

佐伊津層'.佐伊津一徹領地域では約25

の　channelが第1サイクロセムから第

8サイクロセムにわたって認められた｡

とくに第4サイクロセムから第7サイク

ロセムにかけて多い｡第1サイクロセム

から第4サイクロセムにかけては比較的

規模が大きいものが多く,第5サイクロ

セム以降は全般的に小規模のものが多

い　channelの方向は内陸部(西部)
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では変化にとむが,一般にW-E, N-S, NNW-SSE方向を示す場合が多い｡東部では現在の海の

方向へ向かうものが存在する｡

大屋層:ロノ津地域においては　channelはあまり発達しない｡わずかに下部大屋層中に3個,

上部大屋層中に2個観察されたにすぎ覆い｡前者は大屋東方の菖蒲田海岸および加津佐町女島海

岸において認められる｡いずれもサイクロセムの最終メンバーのシルト層を切っている｡その形

態はAa型で, channel index　は3-4である｡その伸びの方向は,古水流の流れに平行した

NW-SE方向かわずかにこれに斜交した向きを示す｡後者はBa型とAa型で, channelindex

は3-3.5である｡その方向は古水洗の流れの方向に平行した　NE-SWまたはE-W性のもの

である｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　;

以上のように各層における　channel　の方向性は,それが斜交層理の研究によって得られた古

水流系に大変一致していることがわかった｡そしてそれは佐伊津層下部では主として北または西

方から,佐伊津上部は南または東から,大屋層は主として東,北東または北方からそれぞれ物質

の供給がなされたことを示している｡ Allen (1965)が既に論述しているように,結論的に,

channel-fill structureはいわゆる"fluvio-deltaic erosion　と"filling"に帰因しているものと考

えられ,場所による　channel　の規模,形態の相違は,堆積盆地における河川水力学的相違を反

映しているものと解釈される｡

3.ロノ津堆積盆地の堆積相と堆積盆地の地史学的変遷

以上述べたように,ロノ津層群(狭義)とそれ相当層は有明海南部をとり囲こむいくつかの分

離された地域に分布している.最近松石1965a-d, 1969　は有明海南部の海底地質調査を実施し,

当海域における沖積層の分布･形態とそれを規制する基盤地形とその中構造の研究を行なった｡

それによると砂磯層を主とし,ゆるやかに摺曲した厚い堆積物が現世海底堆積物と畢琴岩(古第

三系)の間にはさまれて,巾広く分布している｡これらの堆積物は陸域における大屋層および佐

伊津層に対比することが可能である｡

ロノ津層群(狭義)とそれ相当層は元来一つの堆積盆地-ここではそれを"ロノ津堆積盆地"

と称する-に形成された堆積物と考えられる｡陸域に分布する早期更新世の堆積物はロノ津堆

積盆地における周辺部相を表現しているものと考えられる｡

筆者はロノ津堆積盆地における層序を次の4つの階に分けて考察した｡この場合,とくに堆積

盆地の段階的拡大と角閃石安山岩および両輝石安山岩類の活動の時期は各階を区別する重要を要

因として考えられる｡各階をそれぞれ, 1)諏訪原期, 2)下部大屋期, 3)上部大屋期, 4)

北有馬期とした｡

第24図はロノ津層群の古水流と古地理の輪郭を示す｡この地域の重力探査データ- (中条,

1961)によると,大矢野島の北西海岸に沿って北東から南西-走る等重力線(mgal)があり,そ

れは西方-向って急を重力傾斜を示し,現在の有明海南部一帯に低重力地帯を形成している｡こ

のことは,この一帯の基盤が深いことを意味し,過去の地質時代に著しい沈降帯が存在していた

ことを意味するものであろう｡ロノ津堆積盆地は構造運動に関係した沈降帯に沿って発達してい

ったようである｡

(1)諏訪原期　この期は大矢野島の諏訪原層によって代表されている｡この西側延長は湯島

まで追跡される｡堆積物中には角閃石安山岩磯は全んど兄い出されず,脈石英,絹雲母片岩,花
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尚岩,チャート等の古生層起源磯を主としている(第26図).湯島に分布するシルト層･砂磯層か

ら覆る一連の堆積物もほぼこの期のものであることが構成磯種から推定される｡この時期の堆積

盆地は構造運動に伴った沈降帯に沿って発達していったと考えられる｡それは半ダラーベン状の

構造谷であったことが推定され,堆積物は東部で厚く,西部できわめて薄いか,欠除している.

斜交層理の最大傾斜角の方向を測定すると,古水流は主に南西または東方から西方-向って流れ

たことを示唆している｡チャートの最大径を測定すると束から西-の大きさの減少が認められる｡

これらの古水流は,おそらく堆積物を先第三系地域からこの堆積盆地へ運搬した河川の存在を示

唆しているものであろう｡林(1960)によると湯島の諏訪原層の珪藻群集は淡水性のものと海水

性の両者が混交している｡このことは淡水環境下の堆積物で代表される諏訪原期の堆積盆地の西

端が湯島付近にあり,海域と接していたであろうことを示唆しているO

(2)大屋期　諏訪原期につづいて,大矢野島では角閃石安山岩の活動が始まり,堆積盆地へ

多量の火山性砕屑物を供給した｡火山活動の結果,厚い火山砕層岩層が大矢野島において形成さ

れた｡大矢野島における火山活動と同時期かいくぶん遅れて,河川または湖沼性の堆積が天草下

島北部および島原半島南部において始まった｡このように堆積盆地は級訪原期のそれから拡大し

た｡この期の初期にロノ津地域においてはかんらん石玄武岩,両輝石安山岩類の活動があった｡

大屋層および佐伊津層では上下両層を通じて,ほぼ連続的に堆積が進行したが,古水流および火

山活動などの諸要素からみると,上下両部層には若干の相違が認められる｡筆者は後諏訪原期の

堆積盆地の変遷を詳細に考察するために,大屋期を下部大屋期と上部大屋期の2期に分けた｡

a･下部大屋期　この期は下部大屋層と佐伊津層下部層によって代表される｡この期の堆積盆

地は取訪原期のそれから拡大した｡佐伊津層の分布,等層厚線図から判断すると堆積盆地の南西

端は本渡市北東部にあったようである｡北縁は明瞭に把握することは出来をいが,それは少をく

とも島原半島においては島原市の南部に制限される｡

天草下島北東部地域ではいくらかの層準にチャンネルが比較的ひんぽんに観察される(第5図)｡

これらのチャンネルは堆積盆地の中央部を流れる主河川にそそいでいたのであろう｡斜交層理か

ら推定される古水流は全般的に南から束-の流れを示すものが卓越する｡このことは,この期に

は堆積盆地の南西部では基盤岩の古第三系からの運搬作用が強く影響していたであろうことを示

している｡林(1960)によると佐伊津層の珪藻群集は淡水性のものによって特徴づけられており,

堆積学的に推定される本層の堆積環境に対応している｡この期の堆積物には砂岩,貢岩の他に角

閃石安山岩,チャート,片岩磯も兄い出される(第26,27図)｡チャート磯についてその最大径を

測定すると,東から西-のその値の減少がある(第25図)｡従ってチャート磯は玖磨山地にその
′

起源を求めるのが妥当であろう｡大矢野島に起源をもつ角閃石安山岩磯は層準によって出現頻度

に差異が認められる｡このことはこの磯の運搬に関係した河川水量の時期による変化が影響した

のであろう｡

ロノ津地域では約16の堆積輪廻が認められる｡その金屑厚は200m以上に達し,天草の同時

期のものにーくらべると約3倍の層厚と覆っている.このことは両地域に沈降量の差があったこと

および堆積物の運搬作用を行覆った河川の規模の差を示している｡この地域の斜交層理の測定に

よって得られた古水流群は2っのグループに分けられる｡つまり東側では束からの古水洗が顕著

であり,北西側ではこの古水流に直交する北からの古水流群が卓越している｡前者は,諏訪原期

において堆積物の運搬の主要因と覆った古水流が,ひきつづき大屋期まで存在していたことを意
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昧するものであろう｡東からの古水流は堆積盆地の南綾部である天草下島宮津でも認められる｡

後者は北方の後背地からこの堆積盆地へ流れ込むいくつかの小河川の存在を意味するものであろ

う｡向小屋の基盤岩露出地域では約25mに達する厚い磯層が発達している｡また北方の山口付

近からロノ津-かけても同様に磯層の発達をみている｡粗粒相の発達する両地域に囲まれた大屋

付近では細粒相が著しく卓越している｡この細粒相の発達地域は前述の2方向の古水流の交叉部

に相当しており,一種の"backswampdeposits　式(Allen,1965)の堆積をしたところだと考

えられる｡

b.上部大屋期　この期の堆積盆地の位置は前期のものと大差はない｡ただ佐伊津地域ではい

くぶん南-移動した｡天草下島北西部においては,その初期～中期にはfluvio-deltaicを環境下

にあった｡第5図に示すように第8サイクロセムの堆積までに,南北および北北西一南南東方向

に軸をもち,南側-開いたいくつかの小規模の深まりが認められる｡斜交層理から測定した古水

流はこの湾入に斜交するように北西および南西方向から流れ込んでいる｡第7-第8サイクロセ

ム(佐伊津層上部)にかけて南の後背地からの供給が活発と覆ったと思われ,西南方向からの古

水流が卓越している｡第10サイクロセム以降の砂磯層の構成は大矢野島から供給されたと考え

られる角閃石安山岩が優勢であり,最高値90%に達する(第27図)｡このことから,当時堆積盆

地の南縁に沿って流れた東からの古水流が支配的であったことがわかる｡

ロノ津地域では上部大屋層の時期であり,下部層にひきつづき厚い粗粒堆積物を堆積した｡分布

の東側ではほほ21のサイクロセムが認められる｡規則的をサイクロセムの発達で特徴づけられ

る中･上部には磯の覆瓦状構造　scour-and一別1 structure,逆グレイディング等がひんぽんに観

察され,典型的をaUv10-deltaicを環境での堆積であることを示唆している｡古水流についてみ

ると,北および北東方向からのものと,束からのものが多い｡とくにロノ津北方地域では前者が,

南東部では後者が優勢である｡後者は前期に存在した古水流が引きつづきこの時期にも存在し,

束からの物質の運搬作用を行なったであろうことを示唆している｡北および北東方からの古水流

紘,堆積盆地に流入する小河川の存在を意味するものであろう｡堆積盆地の東縁に位置すると思

われる津波見脊椎動物化石層からはシジミ貝の化石と共に陸亀,ワニ,鹿,象から覆る陸または

淡水性動物の他に,海棲魚であるエイの化石を産する(大塚, 1969)｡このことからこの化石層は

海岸に沿った淡水域の環境下に堆積したものと考えられる｡従ってこの期の堆積盆地の西縁を加

津佐付近に考えることができる｡

(3)北有馬期　この期に入ると,有明海南部に中心にして拡がっていたロノ津堆積盆地は

北西方からの海俊をうけた｡この海俊によって形成された海成層は　Volachlamys yagurai,

Anadara (Scapharca) subcrenataをどの貝類化石によって特徴づけられ,それは南は加津佐町

まで,北は島原市以北まで知られている｡島原市を中心とした雲仙地構内および島原市以北の地

下では,北有馬層相当層が直接に基盤岩をおおっている(有明海研究グループ,1965),従って大

屋期の堆積盆地の北縁が島原市以南にあったと考えられる｡海進の直級,堆積盆地の北西部では

両輝石安山岩類の火山活動が活発と覆り,厚い火山砕層岩層から覆る南串山層を形成したため,

海域は有馬川以北に縮少した｡北有馬層の砂磯層にはチャート,片岩等の古生層起源と思われる

ものを少をい割合で含む｡古水流は先期に存在した東からのものが依然として卓越しており,こ

れらの磯の運搬作用を行覆ったものとみられる｡

北有馬期の終結と共に,短いけれど裂しい断層運動の時期と覆った｡断層運動は東西性のもの
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第26図　取訪原層･大矢野層･大屋層の砂磯層の構成磯種

が卓越しており,全般的を沈降と共に一部に湖沼を形成した｡これと平行してこれ迄の堆積盆地

の北部では火山活動が火山磯や火山灰の噴出をもって開始された｡竜石層の中･下部におけるラ

ミナの発達せる凝灰岩,凝灰角裸岩の交互層はこれに対応する｡山陰系火山砕屑物より覆る北東

九州一九重層群の猪牟田層はこれに対応するであろう｡この時期には南部の天草下島北部～北西

部では小規模の浅い沈降帯を形成し,砕層性堆積物より覆る釜層を堆積させていった｡その一部

では直接に海と連絡した｡釜層の最大分布は詳しくはわから覆いが,有明海南部にその北限があ
るものと考えられる｡

首藤(1958,1963)は九州の新第三系の地史的考察の中で,中･北部九州の堆積盆地の発達につ

いて次のようを論述を行なっている｡｢中～東部九州では新第三系から更新世の堆積盆地の発達は,

大分一熊本線と称せられる構造線によってきわめて強く影響をうけている｡つまり,この地域の

上部白亜紀から宇佐層群(中部中新世)までの少をくとも或る時期は相対的沈降性をもつ部分が

大分一熊本線の南側に存在していたが,古瀬戸内の誕生を境にして,相対的沈降性をもつ部分は
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第27図　佐伊津層の砂磯層の構成磯種(凡例は第26図に同じ)

この線の北側へ移動した｡す夜わち火山活動の生成物である宇佐層群を先駆として,火山活動に

伴う窪地の性格を加え,それに必然的に関係のある断層(大分一熊本線)によって半地溝的性格

をえられている｡中新世中期から鮮新世にかけて大分の積商層群堆積時は,この線は明瞭を断層
＼

(七瀬川断層)としてあらわれ,この線の北側に厚い地層を,南側では薄い地層を形成し,沈降

量に差があった｡この傾向は更新世の大分層群堆積盆地にまで認められる｣｡先に述べたように,

ロノ津堆積盆地の半地溝的性格および北東から南西-の堆積盆地の伸びは,大分地域における古

瀬戸内以降の大分一熊本線の北側の堆積盆地の性格に類似しているoつまり大分一熊本線と称せ

られる構造線の伸びは,大矢野島北西に推定され,その動きによって形成された構造谷にロノ津

堆積盆地が発達していったようである｡この構造谷を含む基盤の沈降は大屋期にその頂点に達し

たようである｡

ⅠⅤ.結　　　　語

1.天草下島･上島に分布する更新･最新続は古第三系を不整合におおい,下位から敦訪原層,

佐伊津層および大矢野層(-大屋層)から覆るロノ津層群とこれを不整合におおって釜層,中

位段丘磯層,新期阿蘇溶結凝灰岩,低位段丘堆積物に区分できる0

2.佐伊津層および大屋層には河川堆積を示唆する堆積輪廻,堆積構造が発達している0

3. .ロノ津層群(狭義)とそれ相当層は元来一つの堆積盆地に形成されたと考えられ,それを

=ロノ津堆積盆地" (Kuchinotsu sedimentary basin)とよぶ｡
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4.ロノ津堆積盆地の段階的を拡大と変遷は,層位学的を資料に基づき, 1)諏訪原期, 2)大屋

期, 3上北有馬期に分けて考察することができる｡これらのうち,前2期は　且uvio-deltaic　を

堆積(一部では湖沼性)を行覆った時期であり,後者は海進期である.

5.ロノ津層群は半地溝的性格をもった北東から南西方向-伸びる構造谷に形成された｡ロノ津

堆積盆地の半地溝的性格およびその伸びは,北東部九州における古瀬戸内以降の大分一熊本線

の北側の堆積盆地のそれに類似している｡

6.ロノ津層群の時代は早期更新世早期である｡
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Plate4

Fig. 1.河川の存在を示唆する砂層内での裸の集積.佐伊津層第1サイクロセム.

(手野,志岐道　Loc. no.412).

Fig. 2.佐伊津層第7サイクロセムの砂硬質堆積物中にみられる　scour-and-fill

structure, scour内では逆グレイディングが認められる.

(手野打越西方　Loc. no. 345)

Fig. 3.佐伊津層第6サイクロセム最上部の凝灰質シルト層.層灰岩薄層をはさむ.

(手野打越西方, Loc. no. 343).



Plate　4



Plate5

Fig.1.佐伊津層第8サイクロセムのシルト層を切るチャンネルとそれを充填する

第9サイクロセムの磯層(御領東方　Loc.no.100).

Fig.2.佐伊津第2サイクロセムのシルト層を切るチャンネル(御領北西方,

Loc. no. 373).

Fig.3.佐伊津層第8サイクロセムのシルト層を切るチャンネルとそれを充填す

る第9サイクロセムの砂磯層(堀切峠東方　Loc.no.90).



Plate　5



Plate6

Fig.1.佐伊津層第7サイクロセムの砂磯層.逆グレイディングがみられる. (手野

掘切峠).

Fig. 2.佐伊津層凝灰質砂層中に発達する貝ame structure (宮津海岸)

Fig.3.佐伊津層第5サイクロセム中にみられる　channel一丘11 structure. (城河原

上野原東方).

Fig. 4.ロノ津層群上部大屋層'蝣Nこみられるchannel-fill structure. (加津佐町串)

Fig.5.佐伊津層第8サイクロセムの砂磯層中に発達する　channel一別1 structure.

(手野掘切峠北東方　Loc. no. 88-2)
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Plate7

Fig.1.ロノ津層群上部大屋層上部にみられる単位サイクロセム.下部の斜交層理

の発達した粗粒砂層に上部のシルト層が累重している(長崎県加津佐町赤松)

Fig.2.佐伊津層上部層(第9サイクロセム)にみられる磯の覆瓦状構造(本渡市

本泉水源池近く　Loc. no. 322).

Fig. 3.佐伊津層上部層にみられる斜交層理の発達する砂層(本渡市茂木根海岸,

Loc. no. 423).

Fig. 4.佐伊津層上部層の砂層中にみられるscour-and一別1 structure (本渡市茂木

根海岸　Loc.no.421).

Fig.5.上部大屋層中にみられるシルト層(下部)と砂磯層(上部)の境界(加津

佐町LL旧北方)
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